
静岡県って危険なところ・・・？？？

↓

しっかり、対策しています！
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避難地・
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1,761億円

病院・学校・社会
福祉施設耐震化
　　　4,462億円

緊急輸送路
5,172億円

山崖崩れ防止
　3,484億円

市町助成等
7,845億円

津波対策施設 　 1,494億円

消防用施設　 1,058億円

通信施設　 720億円



・防災施設や津波避難施設等の着実な整備促進

・県民一人ひとりの避難計画の作成と早期避難の実現

・自力避難が困難な要支援者の避難体制強化

（１）犠牲者の
　　最小化　

（２）減災効果
　　の持続化

・避難施設の滞在時環境の整備や機能確保

・向上させた早期避難意識の持続化

（１）避難生活
　　の健全化

・自主防災組織による避難所運営訓練の推進

・男女共同参画の視点からの防災対策の推進

・避難所の機能充実

・要配慮者への支援体制の整備

・飲料水・食料等の備蓄の徹底
（２）生活再建へ
　　の支援推進

・被災市町の他機関からの応援受入れ体制強化

・被災者生活再建支援体制の強化

（１）地域の復旧
　　 や強靱化

・ライフラインの耐震化の促進や
　事業所の事業継続の事前準備（BCP等）
　（２）迅速な復興 ・復興に向けた市町の事前準備の促進

１　地震・津波から着実に命を守る

２　被災後も、命と健康を守り、生活再建につなげる

３　地域を迅速に復旧し、復興へつなげる

〔避難所運営訓練の様子〕

〔静岡モデル防潮堤（吉田町）〕

地震・津波対策アクションプ
ログラム2023



ハザードマップ（防災マップ）

地震、津波、土砂災害などによって

• どこで被害が起きるか

• どこに避難したらいいか

などを地図上に示したもの

※ 絶対に正しい答えではない

　（ 対応の目安とする程度と考える ）



まずは
凡例（はんれい）
に注目！

マークの意味や
色の意味がわかる





「避難」とは「災難を避けること」
 安全が確認できれば自宅の２Ｆへ避難する、でもよ
い。



まずは
凡例（はんれい）
に注目！

マークの意味や
色の意味がわかる



津波のリスクのある場所では、高い建物を「津波避難ビ
ル」に使わせてもらったり、「津波避難タワー」が建てら
れている。


